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先
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第
一
章

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
前
史

工
学
部
で
は
か
ね
て
か
ら
産
・
官
と
協
同
し
て
先
端
技
術
の
研
究
・
開
発
を
行
う
研
究
施
設
の
設
置
を
求
め
る
声
が
強
く
、
一
九
八

七
年
に
工
学
部
企
画
委
員
会
（
委
員
長
渡
辺
登
教
授
）
で
審
議
が
な
さ
れ
、
八
八
年
三
月
に
「
産
業
開
発
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
構
想

と
し
て
成
案
が
作
成
さ
れ
た
。
四
月
に
は
工
学
部
か
ら
「
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
概
算
要
求
が
な
さ
れ
た
。

一
九
八
九
年
三
月
の
部
局
長
連
絡
会
議
に
お
け
る
佐
藤
教
男
工
学
部
長
の
提
案
に
よ
り
、
工
学
部
単
独
で
は
な
く
全
学
の
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
と
し
て
構
想
す
る
方
針
が
決
ま
り
、「
北
海
道
大
学
先
端
科
学
技
術
開
発
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
構
想
検
討
委
員
会
」（
委
員
長

佐
藤
教
男
教
授
）
で
審
議
さ
れ
、
四
月
に
概
算
要
求
が
な
さ
れ
た
。
同
構
想
は
シ
ビ
ル
系
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
、
先
端
技
術
シ
ス
テ
ム
系
、

マ
テ
リ
ア
ル
系
、
メ
デ
ィ
カ
ル
系
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
の
六
系
の
研
究
分
野
を
設
け
て
、
学
内
部
局
お
よ
び
地
域
の
産
・
官
・

学
と
関
係
団
体
と
の
学
際
的
な
共
同
研
究
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
求
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
調
査
費
の
措
置
が

な
さ
れ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
下
で
全
面
的
な
構
想
の
練
り
直
し
が
行
わ
れ
た
結
果
、
九
〇
年
四
月
に
「
先
端
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
」
と
「
量
子
界
面
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
二
セ
ン
タ
ー
構
想
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
構
想
に
関
し
て
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
が
、
工
学
部
を
中
心
に
再
び
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
動

き
が
活
発
化
し
、
一
九
九
五
年
四
月
に
「
北
海
道
大
学
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
構
想
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
検
討

の
末
、
六
月
に
全
学
委
員
会
に
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
の
構
想
に
基
づ
い
て
九
六
年
度
概
算
要
求
を
行
っ
た
。

概
算
要
求
の
要
求
事
由
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

北
海
道
大
学
で
は
、
か
ね
て
か
ら
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
の
た
め
、
産
業
界
と
の
研
究
協
力
を
積
極
的
に
行
い
成
果
を
上

げ
て
き
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
「
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
要
求
す
る
。
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本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
企
業
等
と
の
共
同
研
究
や
受
託
研
究
の
実
施
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
、
本
学
の
研
究
成
果
及
び
設

備
、
人
材
、
研
究
資
源
等
の
公
開
、
民
間
企
業
の
技
術
者
・
管
理
者
の
研
修
等
を
行
う
。

本
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
基
礎
的
・
先
端
的
な
研
究
に
お
け
る
民
間
企
業
等
と
の
協
力
の
推
進
、
大
学
に
お
け
る
学
術
研

究
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
反
映
、
大
学
の
有
す
る
研
究
情
報
の
社
会
へ
の
提
供
、
社
会
人
教
育
・
研
究
等
の
推
進
に
寄
与
す

る
。

こ
の
要
求
に
対
し
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
専
任
教
官
と
し
て
助
教
授
一
、
助
手
一
の
定
員
が
認
可
さ
れ
た
。

第
二
章

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動

一
九
九
六
年
五
月
十
一
日
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
初
代
セ
ン
タ
ー

長
に
は
嘉
数
侑
昇
工
学
部
教
授
が
就
任
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
専
任
の
助
教
授
と
し
て
荒
磯
恒
久
（
前
電
子
科
学
研
究
所
助
教
授
）、
助

手
と
し
て
菊
川
峰
志
が
着
任
し
た
ほ
か
、
客
員
教
授
と
し
て
八
名
を
招
い
た
。
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と
し
て
「
本
学
と
産
業
界
等
と
の
研

究
協
力
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
先
端
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
。
設
置
当
初
は
名
前
の
み
の
部
局
で
あ
り
、

本
格
的
な
活
動
体
制
に
入
る
ま
で
、
建
物
施
設
面
や
事
務
組
織
面
で
工
学
部
の
協
力
を
仰
い
だ
。

一
九
九
八
年
三
月
、
北
二
一
条
西
一
一
丁
目
に
研
究
棟
が
完
成
し
、
五
月
十
六
日
に
は
研
究
棟
竣
工
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
名
実
と
も
に
独
立
部
局
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
務
は
事
務
局
総
務
部
研
究
協
力
課
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

活
動
の
中
心
は
産
学
官
が
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
場
を
作
る
こ
と
と
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
現
在
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
（
研
究
テ
ー
マ
と
研
究
代
表
者
を
記
す
）。

・
ス
ピ
ン
計
測
装
置
及
び
製
作
技
術
の
開
発
（
工
学
研
究
科

武
笠
幸
一
）

・
人
間
活
動
に
起
因
し
て
拡
散
す
る
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
生
態
解
析
と
汚
染
環
境
の
修
復
（
獣
医
学
研
究
科

神
谷
正
男
）

・
次
世
代
の
北
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
工
学
研
究
科

本
間
利
久
）

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
研
究
（
経
済
学
研
究
科

濱
田
康
行
）

・
形
状
記
憶
高
分
子
ゲ
ル
を
用
い
た
人
工
医
療
弁
の
開
発
（
理
学
研
究
科

長
田
義
仁
）

・
Ⅲ
族
窒
化
物
半
導
体
結
晶
成
長
及
び
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
表
面
構
造
制
御
に
関
す
る
研
究
（
電
子
科
学
研
究
所

田
中
悟
）

・
未
知
遺
伝
子
機
能
解
析
及
び
免
疫
バ
ラ
ン
ス
診
断
用
Ｄ
Ｎ
Ａ
ア
レ
イ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
臨
床
応
用（
医
学
研
究
科

吉
木
敬
）

・
免
疫
バ
ラ
ン
ス
制
御
法
の
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
応
用
に
関
す
る
研
究
（
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所

西
村
孝
司
）

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
宇
宙
工
学
研
究
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
研
究
（
工
学
研
究
科

工
藤
勲
）

・
微
量
無
機
イ
オ
ン
の
農
業
分
野
へ
の
活
用
―
機
能
水
の
基
礎
と
応
用
―
（
農
学
研
究
科

伊
藤
和
彦
）

・
超
広
帯
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
低
遅
延
高
速
通
信
の
高
度
応
用
の
研
究
（
工
学
研
究
科

山
本
強
）

・
機
能
性
表
面
物
質
相
の
ナ
ノ
構
造
制
御
成
長
に
関
す
る
研
究
（
理
学
研
究
科

魚
崎
浩
平
）

・
複
合
糖
質
自
動
合
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
実
用
化
研
究
（
理
学
研
究
科

西
村
紳
一
郎
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
ほ
か
、
学
外
者
を
対
象
に
、
一
九
九
七
年
度
か
ら
先
端
的
技
術
を
体
験
・
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
高
度

技
術
研
修
」
を
、
九
八
年
度
か
ら
は
「
先
端
研
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
か
ら
の
技
術
相
談
を
受
け
付
け
、
学
内
の

教
官
と
の
連
携
を
図
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
九
九
年
十
月
に
は
外
部
評
価
を
実
施
し
、
翌
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
報
告
書
を
作
成
し
た
。

同
年
四
月
一
日
か
ら
は
冨
田
房
男
農
学
研
究
科
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
設
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
国
立
大
学
教
官
の
兼
業
規
制
緩
和
が
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行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
年
九
月
、
わ
が
国
初
の
国
立
大
学
教
官
を
取
締
役
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
ラ
ボ
」
が
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
誕
生
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
章

北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
産
学
官
連
携
機
関
の
集
積
と
セ
ン
タ
ー
の
改
組

一
九
九
六
年
、
本
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
北
一
八
条
以
北
の
通
称
「
北
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ

ア
に
産
学
官
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
機
関
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
一
九
九
八
年
三
月
の
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
竣
工
は
、
北
キ
ャ
ン
パ
ス
を
研
究
集
積
地
と
す
る
構
想
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
現
在
、
北
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
創
成
科

学
研
究
機
構
の
構
築
が
計
画
さ
れ
、
材
料
、
触
媒
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
電
子
情
報
、
光
科
学
、
生
体
工
学
な
ど
の
学
際
領
域
研
究

を
推
進
す
る
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
三
月
に
は
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
、
民
間
に
よ
る
産
学
官
連
携
機
関
「
北
海
道
産
学
官
協
働
セ
ン
タ
ー
（
コ
ラ
ボ
ほ
っ

か
い
ど
う
）」
が
設
立
さ
れ
た
。
運
営
主
体
は（
財
）北
海
道
地
域
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
〔
二
〇
〇
一
年
七
月
、（
財
）北
海
道
科
学
・
産

業
技
術
振
興
財
団
と
統
合
し
、（
財
）北
海
道
科
学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
）
と
な
る
予
定
〕
で
あ
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
一
年
十
二
月
に
は
科
学
技
術
振
興
事
業
団
に
よ
る
「
研
究
成
果
活
用
プ
ラ
ザ
北
海
道
」
が
北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
に
竣
工
予
定

で
あ
り
、
近
接
す
る
北
海
道
立
試
験
研
究
機
関
群
と
と
も
に
、
産
業
科
学
技
術
研
究
・
開
発
機
関
の
一
大
集
積
地
と
な
る
。
一
方
、
一

九
九
九
年
十
二
月
、「
北
海
道
テ
ィ
ー
・
エ
ル
・
オ
ー
株
式
会
社
（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）」
が
創
設
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
は
北
大
事
務
局

の
別
棟
に
お
い
て
活
動
す
る
予
定
で
あ
る
。
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北
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
リ
ア
に
集
積
す
る
産
学
官
連
携
機
関
群
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
特
徴
づ
け
る
領
域
を
持
つ
。
産
学
官
連
携
の
流
れ

と
し
て
、「
基
礎
研
究
↓
応
用
研
究
↓
新
産
業
技
術
の
基
盤
研
究
↓
実
用
化
↓
事
業
立
ち
上
げ
」
を
軸
と
す
る
と
、
基
礎
研
究
・
応
用

研
究
は
大
学
の
大
学
院
研
究
科
や
附
置
研
究
所
等
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
社
会
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
研
究
は
学
問
分
野
を
横

断
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
に
は
分
野
の
融
合
・
学
際
的
研
究
が
必
須
の
も
の
と
な
る
。
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は

こ
の
領
域
を
特
徴
と
す
る
。「
コ
ラ
ボ
ほ
っ
か
い
ど
う
」
等
の
学
外
産
学
官
連
携
機
関
の
特
徴
は
実
用
化
研
究
と
研
究
成
果
を
用
い
た

事
業
の
立
ち
上
げ
に
あ
る
。「
研
究
成
果
活
用
プ
ラ
ザ
」
に
対
し
て
は
こ
れ
ら
の
特
徴
に
加
え
て
、
さ
ら
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
イ
ン
キ
ュ

べ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
北
海
道
Ｔ
Ｌ
Ｏ
」
の
機
能
は
技
術
移
転
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。

会
員
と
な
る
企
業
を
数
多
く
募
り
、
北
海
道
の
各
大
学
の
持
つ
技
術
シ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
そ
れ
ら
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
な

活
動
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
点
で
Ｔ
Ｌ
Ｏ
は
産
学
官
連
携
の
た
め
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
ら
れ
、
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
の
リ
エ
ゾ
ン
機
能
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
を
持
つ
。

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
大
幅
な
改
組
・
拡
充
を
行
い
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
一
六
名
の
組
織
と
な

る
予
定
で
あ
る
。「
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
領
域
」、「
ニ
ー
ズ
育
成
研
究
領
域
」、「
研
究
支
援
室
」
の
四
つ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
置
き
、
産
学
官
連
携
を
目
指
し
て
基
礎
的
・
学
際
的
研
究
か
ら
応
用
、
開
発
、
実
用
に
至
る
研
究
及
び
研
究
支
援
を
行

い
、
先
端
科
学
技
術
の
創
出
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
次
に
記
す
。

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス

民
間
企
業
等
の
産
学
官
連
携
に
対
す
る
要
請
を
受
け
入
れ
る
窓
口
と
な
り
、
そ
れ
を
全
学
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

全
学
の
各
部
局
か
ら
選
任
さ
れ
て
総
長
の
も
と
に
委
員
会
を
構
成
す
る
ア
ン
カ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
連
携
責
任
者
）
と
密
接
に
協
力
し
、
「
開

か
れ
た
」産
学
官
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と
協
力
し
て
全
学
の
研
究
業
績
・
技
術
シ
ー
ズ
を
把
握
し
、
企
業
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
シ
ー
ズ
情
報
を
学
外
に
発
信
し
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
創
出
を
促
進
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
領
域

こ
れ
ま
で
の
本
学
が
果
た
し
て
き
た
先
端
的
研
究
と
テ
ー
マ
を
峻
別
し
て
、
新
産
業
技
術
と
し
て
発
展
の
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見
込
ま
れ
る
共
同
研
究
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
産
業
技
術
研
究
の
実
践
に
移
行
す
る
過
程
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
り

新
た
な
産
業
基
盤
研
究
が
創
成
さ
れ
る
と
同
時
に
研
究
施
設
を
持
た
な
い
中
小
企
業
等
と
の
連
携
研
究
が
可
能
と
な
り
、
産
学
官
連
携

の
範
囲
を
大
幅
に
広
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ニ
ー
ズ
育
成
研
究
領
域

産
業
基
盤
の
脆
弱
な
北
海
道
地
域
に
対
応
し
た
科
学
技
術
開
発
を
視
点
に
入
れ
る
と
、
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
む
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
ニ
ー
ズ
を
惹
起
さ
せ
る
研
究
課
題
が
よ
り
重
要
と
な
る
点
を
重
視
し
、
戦
略
的
テ
ー
マ
の
も
と
に

基
礎
研
究
か
ら
産
業
技
術
ま
で
一
貫
し
た
研
究
を
行
い
新
産
業
を
創
成
す
る
。
当
面
、
北
海
道
の
重
要
産
業
で
あ
る
農
、
林
、
畜
・
水

産
業
お
よ
び
医
・
薬
産
業
の
高
度
化
を
目
指
し
、
バ
イ
オ
系
に
重
点
を
絞
る
。

研
究
支
援
室

ニ
ー
ズ
育
成
領
域
研
究
に
呼
応
し
、
遺
伝
子
操
作
支
援
、
生
物
実
験
支
援
及
び
実
験
生
物
供
給
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
を
通
し
て
、
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
地
域
が
必
要
と
す
る
様
々
な
産
学

官
連
携
の
形
態
を
構
築
し
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
・
開
発
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
さ
ら
に
「
コ
ラ
ボ
ほ
っ
か

い
ど
う
」
や
「
研
究
成
果
活
用
プ
ラ
ザ
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
よ
り
事
業
の
立
ち
上
げ
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

（
執
筆

荒
磯
恒
久
）
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